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決算概要 ２００９年３月期第２四半期決算のポイント

１１ 前年同期比増収・減益前年同期比増収・減益

２２ 三菱重工業㈱に対するOEM供給の開始三菱重工業㈱に対するOEM供給の開始

３３ 鋼材など原材料費上昇により減益鋼材など原材料費上昇により減益

2 25
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連結損益計算書の概要

決算の概況

決算概要

2007年9月期2007年9月期 2008年9月期2008年9月期 前年同期比増減前年同期比増減

営業利益
（営業利益率）

営業利益
（営業利益率）

1,482
（4.4％）

1,482
（4.4％）

△24.3% △24.3% 

経常利益
（経常利益率）

経常利益
（経常利益率）

△14.8% △14.8% 

当期純利益当期純利益 641641 △202△202 △23.9% △23.9% 844844

33,94033,940 35,06835,068売上高売上高 +1,128+1,128 +3.3% +3.3% 

（単位：百万円）

1,121
（3.2％）

1,121
（3.2％）

△360
（△1.2 point）

△360
（△1.2 point）

1,497
（4.4％）

1,497
（4.4％）

1,275
（3.6％）

1,275
（3.6％）

△221
（△0.8 point）

△221
（△0.8 point）

前年同期比3％の増収を達成
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3 5 ,0 6 8
3 3 ,9 4 0

3 2 ,4 5 0
2 9 ,9 2 3

2 6 ,3 8 3

4 .1 %

4 .9 %

5 .7 %

4 .4 %

3 .2 %

0

5 ,0 0 0

1 0 ,0 0 0

1 5 ,0 0 0

2 0 ,0 0 0

2 5 ,0 0 0

3 0 ,0 0 0

3 5 ,0 0 0

4 0 ,0 0 0

0 4 年 9 月 0 5 年 9 月 0 6 年 9 月 0 7 年 9 月 0 8 年 9 月

売
上
高

（
百
万
円

）

売 上 高 営 業 利 益 営 業 利 益 率

1 ,1 2 1

1 ,4 8 2

1 ,8 4 2

1 ,4 7 6

1 ,0 8 9

0

5 0 0

1 ,0 0 0

1 ,5 0 0

2 ,0 0 0

2 ,5 0 0

3 ,0 0 0

3 ,5 0 0

営
業
利
益

（
百
万
円

）

業績の推移

売上高・営業利益・営業利益率の推移

決算概要

原材料費上昇等により営業利益率が低下
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23,105 24 ,246 25 ,959 27 ,580

21 ,219

11.0%

12.3%

11.2%

9 .5%

7 .6%
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5,000

10,000
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売
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（
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）

売上高 営業利益 営業利益率

セグメント別業績（産業車両部門）

産業車両部門業績推移

決算概要

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾌｫｰｸﾘﾌﾄは国内が前年同期比9％、海外が22％の増収

5 25

三菱重工業・OEM
668（368台）
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バッテリー車比率が50％を超過

フォークリフト市場の動向

（日本産業車両協会調べ）

決算概要
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2 1 ,6 1 8

3 8 ,1 8 8

4 1 ,3 9 6
4 4 ,0 4 6 4 4 ,2 1 1

4 2 ,7 2 54 1 ,1 0 43 9 ,3 0 8
3 4 ,4 7 7

3 1 ,3 0 22 9 ,4 6 43 0 ,9 2 23 0 ,3 0 8
2 5 ,9 8 9
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（台）

バッテリー車 エンジン車 当社バッテリー車販売台数 バッテリー車比率

6,802 8 ,462 8 ,346 8 ,091 6 ,922 8 ,641 9 ,753 10 ,528 10 ,940

5 ,368
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海外地域別売上高の推移決算概要
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ヨーロッパ
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（単位：百万円）
海外地域別売上高
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セグメント別業績（物流システム部門）

物流システム部門業績推移

売上高 営業利益 営業利益率（％）

決算概要

売上高減少により営業利益は採算ラインまで低下

8 25
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セグメント別業績（その他部門）

その他部門業績推移

売上高 営業利益 営業利益率（％）

主力の巻取機は液晶関係投資の一巡により前年同期比減収・減益

9 25

決算概要
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営業利益の増減要因

原材料費高騰等により営業利益が前年同期比361百万円減少

10 25

決算概要

2007年9月期

営業利益

2008年9月期

営業利益

（単位：百万円）

販売量および
販売価格

原材料費
の上昇

人件費その他
諸経費の増加

コストダウン

+156

+148
1,121

1,482

△552

△30

物流システム
部門の収益悪化

△83

361百万円減少
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有利子負債・自己資本

有利子負債・Ｄ／Ｅレシオ 自己資本・自己資本比率

自己資本比率が上昇

11 25

決算概要

三菱重工業㈱に対する
42億円の第三者割当実施

有利子負債（百万円） Ｄ／Ｅレシオ 自己資本（百万円） 自己資本比率（％）

5 ,9 90

8 ,9 6 9

1 2 ,1 6 4

1 8 ,5 1 1 1 8 ,5 7 4

14 .0%

18 .8%

24 .8%

32 .7% 32 .9%

'04年9月 '05年9月 '06年9月 '07年9月 '08年9月

8,323 7,700 7,407

11,211
12,664

2.1

1.3

0.7
0.4 0.4

'04年9月 '05年9月 '06年9月 '07年9月 '08年9月
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連結キャッシュフロー計算書の概要

営業キャッシュフローは増加

12 25

決算概要

（単位：百万円） 2007年9月期2007年9月期 2008年9月期2008年9月期 前年同期比増減前年同期比増減

営業活動による
キャッシュフロー

営業活動による
キャッシュフロー 1,7081,708

投資活動による
キャッシュフロー

投資活動による
キャッシュフロー

フリー
キャッシュフロー

フリー
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

1,7211,721 +13+13

△3,251△3,251

△1,543△1,543

3,5593,559

△1,096△1,096

625625

△587△587

＋2,155＋2,155

＋2,168＋2,168

+4,146+4,146
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２００９年３月期業績見通し

(単位：百万円）
2008年3月期 2009年3月期予想 前期比増減

売上高 68,497 70,800 +3.4%

産業車両部門 52,652 55,120 ＋4.7%

物流システム部門 12,743 12,990 ＋1.9%

その他部門 3,101 2,690 △13.3%

営業利益 2,759 2,300 △16.6%

営業利益率 4.0% 3.2％ △0.8point

経常利益 2,566 2,300 △10.4%

経常利益率 3.7% 3.2％ △0.5point

当期純利益 1,337 1,200 △10.2%

設備投資額 5,610 2,100 △62.6%

減価償却費 2,917 2,860 △2.0%

13 25

決算概要
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ⅡⅡ 当社の成長戦略について当社の成長戦略について

14 25
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１．事業環境１．事業環境

２．三菱重工業との提携強化２．三菱重工業との提携強化

３．業績推移と目標３．業績推移と目標

４．海外事業の拡大４．海外事業の拡大

５．国内販売（産業車両部門）の拡大５．国内販売（産業車両部門）の拡大

６．物流システム事業の拡大６．物流システム事業の拡大

７．その他の事業７．その他の事業

成長戦略
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１．事業環境

16 25

当社の成長戦略への
インプット

環境意識の高まり
環境関連規制の強化

・・・ＣＯ2削減，省エネニーズ 等

環境意識の高まり
環境関連規制の強化

・・・ＣＯ2削減，省エネニーズ 等

少子高齢化の進展
・・・自動化、省力化ニーズ

少子高齢化の進展
・・・自動化、省力化ニーズ

業界再編の加速
米国を主とする景気減速

業界再編の加速
米国を主とする景気減速

エネルギー技術の革新
・・・燃料電池，電気自動車 等

エネルギー技術の革新
・・・燃料電池，電気自動車 等

要素技術の強化 ビジネスチャンス

コア技術の活用ビジネスリスク

三菱重工業との提携強化を背景に、

当社の強みを最大限に発揮して事業環境の変化に対応

三菱重工業との提携強化

成長戦略
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２．三菱重工業との提携強化

17 25

三 菱ニチユ

海外協業
・ＭＣＦネットワークを通じ、ＥＵ，アジア，ロシア，ＣＩＳ

および新興国向けＯＥＭの開始
・ＭＣＦヨーロッパおよびアメリカ向けコンポーネント
供給の検討

海外協業
・ＭＣＦネットワークを通じ、ＥＵ，アジア，ロシア，ＣＩＳ

および新興国向けＯＥＭの開始
・ＭＣＦヨーロッパおよびアメリカ向けコンポーネント
供給の検討

生産・購買協業
・両社のリソース有効活用による、製造・物流効率化

の検討
・グローバルな共同購買推進による、資材・部品等

のコスト低減

生産・購買協業
・両社のリソース有効活用による、製造・物流効率化

の検討
・グローバルな共同購買推進による、資材・部品等

のコスト低減

ＭＣＦ：Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ Ｃａｔｅｒｐｉｌｌａｒ Ｆｏｒｋｌｉｆｔ

シナジー
創出

共同開発
・相互リソースと強みを活用したグローバル戦略車

の開発を開始
・主要コンポーネント共通化によるコスト競争力強化
・燃料電池，Ｌｉ電池など、次期エネルギー/先端分野
での協業開始

共同開発
・相互リソースと強みを活用したグローバル戦略車

の開発を開始
・主要コンポーネント共通化によるコスト競争力強化
・燃料電池，Ｌｉ電池など、次期エネルギー/先端分野
での協業開始

国内販社統合（2009年4月1日）

・国内市場が縮少する中、バッテリー化はさらに進展
・国内販社統合（販売統括会社設立）によるシナジー

効果で国内シェア２位を目指す

国内販社統合（2009年4月1日）

・国内市場が縮少する中、バッテリー化はさらに進展
・国内販社統合（販売統括会社設立）によるシナジー

効果で国内シェア２位を目指す

両社の強みを活かし最大限のシナジーを創出

成長戦略
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３．業績推移と目標
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■ 国内販社統合・海外事業拡大・物流システム事業拡大を軸に戦略展開

事業環境の変化に対応し、さらなる成長を実現

成長戦略

659 685 708

売上 産業車両 物流システム その他

1,000

営業利益（右メモリ）

グローバル化グローバル化

国内販社統合国内販社統合

無人化技術無人化技術
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840
608593580

10079 92

160

20.0

16.0
14.113.4

12.0

2006年度 2007年度 2008年度見込み 2010年度目標 2012年度目標

４．海外事業の拡大
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■ 2012年度 海外売上高比率 20％の実現

海外売上高
比率（％）

海外売上高
（億円）

国内売上高
（億円）

経営基盤強化局面経営基盤強化局面
海外事業拡大戦略の加速海外事業拡大戦略の加速

2006年度 2007年度 2008年度 見通し 2010年度 目標 2012年度 目標

・欧州、東南アジア、米国向け販売（OEM含む）
・ウェアハウス物流機器の拡充
・コンポーネント事業の拡大

659 685 708

1,000

三菱重工業との協業によりグローバル化を推進

成長戦略
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４．海外事業の拡大
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■ ＯＥＭ、ＷＨＥ＊、コンポーネント事業拡大に対応した生産拠点の見直し
＊ＷＨＥ：ウェアハウスエクイップメント＝屋内物流機器

Oceania

South America

North America

Middle East

Africa

MCFE

MCFA

MCFS
NAS

South East Asia

コンポーネント
・OEM供給NFS

OEM供給

アジアに
第2の生産拠点

コンポーネント
・OEM供給

Europe/Russia/CIS
WHEで
提携

China/Korea

フォークリフト生産の世界的な棲み分け確立

成長戦略
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５．国内販売（産業車両部門）の拡大

21 25

■ 2009年4月 統括会社設立 ⇒ 両社の強みを発揮しシナジー効果を創出

三菱フォークリフトと国内販売会社を統合

成長戦略
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地
域
販
社
Ｉ
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オ
ー
ナ
ー
系
販
売
店
各
社

オ
ー
ナ
ー
系
販
売
店
各
社

直系販売店（統括会社の100％子会社）直系販売店（統括会社の100％子会社）

三菱重工業三菱重工業

三
菱
重
工
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
販
売

三
菱
重
工
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
販
売

千
葉
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ユ
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葉
ニ
チ
ユ

九
州
ニ
チ
ユ

九
州
ニ
チ
ユ

オ
ー
ナ
ー
系
販
売
店
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系
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売
店

東
京
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ユ
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京
ニ
チ
ユ

北
海
道
ニ
チ
ユ
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海
道
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チ
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北
日
本
ニ
チ
ユ

北
日
本
ニ
チ
ユ

茨
城
ニ
チ
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茨
城
ニ
チ
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日本輸送機日本輸送機

直系販売店
オーナー系販売店

三菱重工業三菱重工業日本輸送機日本輸送機

〔統括会社〕

ニチユMHIフォークリフト（仮称）
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５．国内販売（産業車両部門）の拡大

22 25

三菱フォークリフトと国内販売会社を統合

39,308 41,104 42,726 41,500

44,046 44,211 43,573 38,500

47.2 48.2 49.5 51.9 53.0 55.0

83,354 80,000
85,315 86,299

83,354 85,315 86,299 80,000

14,80015,61415,23514,646

17.6 17.9 18.1 18.5
20.0

22.0
シナジー効果の創出で国内フォークリフトシェア２位獲得へシェア推移シェア推移

◆バッテリー車
比率（％）

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度見通し 2010年度予想 2012年度予想

エンジン車（台）

バッテリー車（台）

市場規模は拡大せず、バッテリー車比率がさらに上昇国内市場推移国内市場推移

■ニチユ/三菱

シェア（％）

市場（台）

ニチユ/三菱（台）
2005年度 2006年度 2007年度 2008年度見通し 2010年度予想 2012年度予想

◆バッテリー車
比率（％）

成長戦略
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６．物流システム事業の拡大

23 25

■ 少子高齢化による自動化・省力化と環境・安全ニーズの高まりに、コア技術と
ソリューション／エンジニアリング力で対応。2010年度連結売上高200億円へ

保管系
システム

搬送系
システム

情報系
システム

・主力：ＡＧＶ、ＡＧＦ
・コンベア/ソーター

メーカーとの提携
強化 など

・ロジナビ*

・デジタルピッキン
グシステム など

＊ロジナビ：ウェアハウス
マネジメントシステム

・ＣＡＳ ＰＡＣＫ*

ラインナップ強化
など

＊CAS PACK：自動倉庫

自
動
化
・省
力
化

環
境
・安
全
ニ
ー
ズ

コア技術 ／ プロダクトミクス

Ｆ
Ａ
系

Ｄ
Ａ
系

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力
強
化

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
力
強
化

＋
三菱系

企業への
拡販強化

コア技術の活用とソリューション・エンジニアリング力強化

成長戦略
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７．その他の事業

24 25

新たな需要拡大セグメントを捉え、収益確保体制を構築

■フロアメンテナンス部門
・屋内物流分野においてフォークリフト

のバッテリー化とともにフロアメンテ
ナンスニーズはなおも拡大傾向

・アライアンスを加速しアウトドアおよび
ビルメンテナンス分野での事業拡大

・グローバルネットワークの活用で新興
市場への事業拡大を検討

■巻取機部門
・液晶関連投資は一巡したものの、

有機ＥＬ，太陽光パネルなどの分野
での進展を予想

・当社の強みであるＡＧＦ，自動倉庫
等物流システムとのインテグレーシ
ョンで、独自のシステムを拡充

・物流システム事業を含めて三菱系
企業への拡販を加速

【その他事業の業績推移・目標】

2006年度 2007年度 2008年度 2010年度
見通し 目標

30

40単位：億円

26

31

成長戦略
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本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を

目的としたものではありません。本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予

測に基づいており、確約や保障を与えるものではありません。また、将来における当社の業績が、

現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。また、

業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成しておりま

すが、当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。本資料は、投資家の皆様がい

かなる目的にご利用される場合においても、ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前

提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。

日本輸送機株式会社

総務課 山崎、小泉

〒617-8585 京都府長岡京市東神足2-1-1
ＴＥＬ：075-951-7171 ＦＡＸ：075-955-3797 

http://www.nichiyunet.co.jp

注意事項

お問い合わせ先
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